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―
専
務
理
事
に
就
任
し

て
の
抱
負
は
？

「
歴
史
あ
る
業
界
団
体
の

専
務
理
事
に
就
任
し
て
緊
張

し
て
い
る
が
、
電
線
の
世
界

に
関
わ
れ
る
こ
と
が
楽
し
み

だ
。
業
界
全
体
を
俯
瞰
し
、

業
界
の
最
適
解
と
は
何
か
を

会
員
各
社
の
皆
さ
ま
と
考
え

て
い
き
た
い
。
工
業
会
に
つ

い
て
は
職
員
の
方
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
第
一
に
考
え

て
、
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気

の
工
業
会
を
作
っ
て
い
き
た

い
。
２
年
間
と
い
う
限
ら
れ

た
任
期
の
中
で
、
工
業
会
の

１
人
の
仲
間
と
し
て
努
力
し

て
い
く
」

―
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

専
務
理
事
の
職
務
に
ど
う
生

か
す
か
？

「
　
年
か
ら
や
っ
て
き

００

た
、
民
需
の
最
た
る
も
の
で

あ
る
自
動
車
用
ワ
イ
ヤ
ハ
ー

ネ
ス
の
仕
事
の
経
験
を
生
か

し
て
、
会
員
と
そ
の
ユ
ー
ザ

と
対
話
し
な
が
ら
、
市
場
や

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
合

わ
せ
た
動
き
の
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に

ど
う
し
て
い
く
か
は
今
後
も

議
論
し
て
い
く
」

―
電
線
業
界
が
お
か
れ

て
い
る
環
境
・
課
題
と
は
？

「
電
線
業
界
の
実
情
が
外

部
の
方
に
正
し
く
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

我
々
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を

正
し
く
伝
え
て
、
さ
ら
に
深

く
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、業
界
の
課
題
と
し
て
、

ケ
ー
ブ
ル
の
生
産
数
は
把
握

し
て
い
る
が
、
販
売
数
が
把

握
で
き
て
い
な
い
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
会
員
お
よ
び
流
通

業
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

販
売
数
の
把
握
に
も
努
め
た

い
」企

業
支
援
・
商
慣
習
改
善

業
界
の
課
題
に
取
り
組
む

―
特
に
力
を
入
れ
た
い

重
点
活
動
テ
ー
マ
は
？

「
電
線
工
業
会
は
４
つ
の

重
点
活
動
テ
ー
マ
を
掲
げ
て

い
る
。
特
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
の
が
『
中
堅
中
小
企

業
の
経
営
基
盤
強
化
支
援
』

『
商
慣
習
の
改
善
』
だ
。

　
中
堅
中
小
企
業
が
抱
え
て

い
る
一
番
の
課
題
は
従
業
員

の
確
保
で
あ
り
、
工
業
会
で

は
こ
れ
ま
で
高
校
生
向
け
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
、

電
線
を
知
っ
て
も
ら
い
、
業

界
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
、
外

国
人
労
働
者
を
採
用
で
き
る

よ
う
業
界
と
し
て
動
き
た

い
。
今
後
は
人
材
不
足
解
決

の
１
つ
の
案
と
し
て
関
係
省

庁
・
関
係
団
体
と
対
話
し
て

い
く
。
特
に
、
電
線
業
界
の

現
場
で
は
長
く
継
続
し
て
働

い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

だ
。
労
働
者
だ
け
で
な
く
そ

の
家
族
も
一
緒
に
日
本
に
住

め
る
よ
う
な
許
可
が
取
れ
れ

ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

商
慣
習
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
銅
価
の
乱
高
下
が
あ
っ

て
も
価
格
転
嫁
を
実
施
で
き

る
の
が
理
想
だ
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
他
の
業
界
団
体

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
電
線

盗
難
対
策
も
推
進
し
た
い
」

―
建
設
・
電
販
以
外
の

電
線
を
扱
う
メ
ー
カ
ー
と
の

連
携
は
？

「
産
業
用
の
電
線
は
建
設

・
電
販
と
異
な
り
、
使
わ
れ

る
と
こ
ろ
が
明
確
だ
。
市
場

に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
十

把
一
絡
げ
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
を
把
握
し
て
い

き
た
い
」

―
エ
コ
ケ
ー
ブ
ル
・
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
の
普
及
に
つ

い
て
は
？

「
エ
コ
ケ
ー
ブ
ル
は
官
公

庁
向
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
マ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る

が
、
ま
だ
一
般
的
で
は
な

い
。
学
校
や
地
下
鉄
な
ど
人

が
集
ま
る
場
所
に
使
用
す
る

電
線
と
し
て
採
用
さ
れ
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い

て
は
、
銅
線
ケ
ー
ブ
ル
と
の

住
み
分
け
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
ア
ル
ミ
は
銅
に
比
べ

て
軽
い
が
、
曲
げ
に
く
く
て

固
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た

め
、
ど
ち
ら
が
良
い
と
す
る

の
で
は
な
く
、
適
切
な
と
こ

ろ
で
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

―
経
済
産
業
省
に
期
待

す
る
こ
と
は
？

「
電
線
不
足
や
盗
難
の
問

題
は
、
電
線
工
業
会
だ
け
で

な
く
さ
ま
ざ
ま
な
省
庁
や
業

界
に
も
関
係
し
て
い
る
。
経

産
省
と
相
談
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

特
に
盗
難
に
つ
い
て
は
経
産

省
で
規
制
で
き
な
い
も
の
な

の
か
と
考
え
て
お
り
、
経
済

産
業
省
と
連
携
し
た
い
」

―
電
線
不
足
再
発
防
止

へ
の
取
り
組
み
は
？

「
工
業
会
で
は
納
期
が
か

か
る
も
の
は
早
め
に
注
文
し

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
、
単
に
電
線
が
不

足
し
て
い
る
と
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
ど
の
品
種
が
不
足

し
て
い
る
の
か
を
正
確
に
把

握
し
て
パ
ニ
ッ
ク
を
防
ぎ
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
工
業

会
で
は
こ
れ
ま
で
把
握
し
て

き
た
生
産
量
だ
け
で
な
く
、

今
後
は
商
流
な
ど
も
整
理
し

て
販
売
量
も
把
握
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
強
く
考
え
て

い
る
」

【
略
歴
】
阿
部
茂
信
（
あ
べ

・
し
げ
の
ぶ
）
氏
＝
１
９
６

１
（
昭
和
　
）
年
９
月
　
日

３６

２０

生
ま
れ
。
福
井
県
出
身
。　８５

年
３
月
に
上
智
大
学
外
国
語

学
部
を
卒
業
し
、
同
年
４
月

に
古
河
電
工
に
入
社
。　

年
００

よ
り
自
動
車
部
品
事
業
畑
を

歩
む
。　

年
か
ら
古
河
Ａ
Ｓ

１４

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
子
会
社

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
イ
ン
ド
を

統
括
）
、
タ
イ
子
会
社
の
社

長
を
務
め
る
。　

年
４
月
に

１６

古
河
電
工
の
執
行
役
員
に
就

任
す
る
と
同
時
に
自
動
車
部

品
事
業
部
門
の
副
事
業
部
門

長
と
な
り
、　

年
４
月
か
ら

１８

は
事
業
部
門
長
に
。　

年
４

１９

月
か
ら
古
河
Ａ
Ｓ
代
表
取
締

役
社
長
も
兼
務
し
、
古
河
電

工
で
は
　
年
４
月
か
ら
執
行

２０

役
員
常
務
と
な
っ
た
。　

年
２４

６
月
に
日
本
電
線
工
業
会
専

務
理
事
に
就
任
し
た
。

【
趣
味
・
休
日
の
過
ご
し
方
】

本
を
読
ん
で
頭
の
中
の
情
報

を
整
理
す
る
よ
う
心
掛
け
て

い
る
。
ま
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
も

兼
ね
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
１
日

１
万
歩
を
継
続
中
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

５.３万㌧、２カ月ぶりに減少
伸銅品 ６月生産

自動車端子・コネクタが好調

日
本
伸
銅
協
会
が
発
表
し

た
伸
銅
品
生
産
・
出
荷
動
向

に
よ
る
と
、
６
月
分
の
合
計

は
５
万
２
千
８
８
０
㌧
（
前

年
同
月
比
２
・
６
％
減
）
で

２
カ
月
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
た
。

　
自
動
車
端
子
・
コ
ネ
ク
タ

は
引
き
続
き
好
調
だ
が
、
自

動
車
減
産
の
影
響
を
一
時
的

に
受
け
て
い
る
。
海
外
で
は

中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
で
の
完

成
車
販
売
不
振
が
懸
念
要
素

だ
。
半
導
体
関
連
は
、
一
部

機
種
は
回
復
し
た
が
、
情
報

・
生
活
家
電
向
け
は
低
調
。

エ
ア
コ
ン
は
店
舗
向
け
、
住

宅
設
備
向
け
と
も
に
不
振
と

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
６

月
の
伸
銅
品
生
産
は

品
種

１４

中
６
品
種
が
プ
ラ
ス
、
９
品

種
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　
主
要
品
種
別
に
み
る
と
、

銅
条
は
２
万
４
０
３
㌧
（
同

５
・
２
％
増
）
で
、
３
 カ
月

連
続
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

自
動
車
端
子
・
コ
ネ
ク
タ
の

需
要
は
あ
る
が
、
認
証
取
得

不
正
問
題
に
よ
る
自
動
車
減

産
か
ら
、
部
品
在
庫
は
調
整

期
に
あ
る
。
端
子
・
コ
ネ
ク

タ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
展
開

し
て
い
る
が
、
海
外
で
は
ア

ジ
ア
で
完
成
車
の
販
売
不
振

が
目
立
つ
。
半
導
体
は
、
Ａ

Ｉ
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け

は
海
外
で
回
復
の
兆
し
が
あ

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
家

電
な
ど
の
民
需
向
け
は
低
調

の
ま
ま
。

　
黄
銅
条
は
６
千

㌧
（
同

９３

３
・
９
％
減
）
で
３
カ
月
ぶ

り
に
マ
イ
ナ
ス
。
自
動
車
端

子
・
コ
ネ
ク
タ
は
銅
条
と
同

様
に
堅
調
。
民
生
用
コ
ネ
ク

タ
向
け
は
、
情
報
・
生
活
家

電
の
低
調
が
継
続
し
て
い
る
。

　
青
銅
板
条
は
、
１
千
６
６

０
㌧
（
同
０
・
７
％
増
）
で
、

２
カ
月
連
続
増
と
な
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
需

要
は
好
調
。情
報
・
生
活
家
電

向
け
は
世
界
的
に
伸
び
が
な

い
。
Ｅ
Ｖ
向
け
は
海
外
市
場

で
若
干
落
ち
込
ん
で
い
る
。

５
月
生
産
確
報

内
需
　
カ
月
ぶ
り
プ
ラ
ス

２１

銅
管
は
６
千
７
９
７
㌧

（
同
７
・
６
％
減
）
で
、　１７

カ
月
連
続
減
と
な
っ
た
。
需

要
期
に
入
っ
た
ル
ー
ム
エ
ア

コ
ン
は
、
中
・
大
型
エ
ア
コ

ン
が
人
手
不
足
で
工
事
が
進

ま
ず
、
特
に
店
舗
向
け
が
低

迷
。
大
型
物
件
で
も
同
様
に

工
期
が
遅
れ
、
設
置
が
遅
れ

て
い
る
状
況
が
続
く
。

　
黄
銅
棒
は
１
万
９
６
５
㌧

（
同
　
・
８
％
減
）
で
　
カ

１２

３０

月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
。
住
宅

設
備
機
器
向
け
は
リ
フ
ォ
ー

ム
と
非
接
触
型
水
栓
の
需
要

が
下
支
え
し
て
い
る
。
半
導

体
製
造
装
置
向
け
は
回
復
が

進
む
が
、
新
規
住
宅
着
工
が

ま
だ
低
水
準
の
ま
ま
だ
。

　
用
途
別
で
み
る
と
、
コ
ネ

ク
タ
、
輸
送
機
械
器
具
製

造
、
輸
出
な
ど
が
プ
ラ
ス
。

コ
ネ
ク
タ
は
８
千
２
７
３
㌧

（
同
　
・
０
％
増
）、
輸
送
機

１３

械
器
具
製
造
は
５
千
６
７
５

㌧
（
同
３
・
６
％
増
）、
輸
出

は
９
千
　
㌧
（
同
　
・
１
％

２７

２４

増
）
で
６
カ
月
連
続
増
と
な

っ
た
。
半
導
体
向
け
は
１
千

６
５
１
㌧
（
同
２
・
４
％
増
）

で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
も
の

の
、　

年
４
月
か
ら
　
カ
月

２３

１４

連
続
で
２
千
㌧
を
割
り
込
ん

で
い
る
。
内
需
合
計
は
４
万

３
千
９
８
７
㌧
（
同
２
・
１

％
増
）
で
　
カ
月
ぶ
り
に
プ

２１

ラ
ス
と
な
っ
た
。

６
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
電
線
工
業
会
の
第
　
回
定
時
総
会
後
の
臨
時
幹

７０

部
会
で
、
専
務
理
事
（
業
務
執
行
理
事
）
に
就
任
し
た
阿
部
茂
信
氏
（
古
河
電
工

自
動
車
部
品
事
業
部
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。

就
任
の
抱
負
と
し
て
「
職
員
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
優
先
し
て
、
明
る
く
楽
し
い

雰
囲
気
の
工
業
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
昨
年
か
ら
続
く
電
線
不
足

に
対
し
て
は
「
単
に
電
線
が
不
足
し
て
い
る
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
品
種

が
不
足
し
て
い
る
の
か
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
考
え
を
示

し
た
。
ま
た
、
多
発
す
る
電
線
盗
難
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

電
線
不
足
対
策
や
盗
難
防
止
を
推
進

他
団
体
や
経
産
省
と
連
携

具
体
的
に
は
、
①
仮
想

物
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
内
部

生
成
し
て
、
読
み
取
り
対

の
位
置
を
特
定
・
追
従
す

る
、
②
レ
ン
ズ
と
照
明
の
設

計
を
工
夫
す
る
こ
と
で
視
野

を
広
く
捉
え
な
が
ら
、
読
み

た
い
エ
リ
ア
だ
け
に
焦
点
を

ベ
ア
横
の
底
面
用
リ
ー
ダ
な

ど
に
よ
っ
て
、
読
み
取
り
の

精
度
が
向
上
し
て
い
る
。

　
超
省
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
こ

と
も
同
シ
ス
テ
ム
の
特
長
の

コ
ン
プ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｃ
ｈ

ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
ス
マ
ラ
ン

・
オ
－
ト
コ
ン
プ
・
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ

ｎ
兼
ジ
ャ
テ
ィ
ム
オ
ー
ト
コ

ン
プ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｃ
ｈ
ａ

ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
ス
バ
ン
・
オ

ー
ト
コ
ン
プ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
）　

髙
岸
孝
▽
オ
ー
ト
コ
ン
プ
・

シ
ス
テ
ム
ズ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
（
Ｙ

Ｉ
Ｃ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｖ
ｉ
ｃ

ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
）

　
松
田
征
郎
▽
矢
崎
総
業
自

動
車
事
業
管
理
室
主
査
（
矢

崎
（
中
国
）
投
資
董
事
長
兼

上
海
矢
崎
電
子
配
件
董
事

長
）　
村
田
英
昭
▽
天
津
矢

崎
汽
車
配
件
総
経
理
兼
煙
台

矢
崎
汽
車
配
件
総
経
理
兼
華

南
矢
崎
（
汕
頭
）
汽
車
配
件

総
経
理
兼
佛
山
順
徳
矢
崎
汽

車
配
件
総
経
理
兼
漳
州
矢
崎

汽
車
配
件
総
経
理
兼
孝
感
矢

崎
汽
車
部
件
総
経
理
　
丘
暁

東
▽
天
津
矢
崎
汽
車
配
件

（
天
津
矢
崎
汽
車
配
件
総
経

理
）
　
船
越
裕
昭
▽
矢
崎
部

品
牧
之
原
工
場
製
造
部
長

（
煙
台
矢
崎
汽
車
配
件
総
経

理
）　
中
野
竜
弥
▽
華
南
矢

崎
（
汕
頭
）
汽
車
配
件
（
華

南
矢
崎
（
汕
頭
）
汽
車
配
件

総
経
理
）　
森
光
伸
行
▽
漳

州
矢
崎
汽
車
配
件
（
漳
州
矢

崎
汽
車
配
件
総
経
理
）　
小

溝
健
一
郎
▽
佛
山
順
徳
矢
崎

汽
車
配
件
（
佛
山
順
徳
矢
崎

汽
車
配
件
総
経
理
）　
仁
藤

和
馬
 

ン
ボ
ジ
ア
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ

ス
テ
ム
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ

ｔ
（
矢
崎
Ｅ
Ｓ
電
線
事
業
部

電
線
営
業
統
括
部
長
）　
飯

田
哲
也
▽
矢
崎
Ｅ
Ｓ
沼
津
製

作
所
主
査
（
タ
イ
矢
崎
電
線

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
兼
タ

イ
熔
銅
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ

ｔ
兼
カ
ン
ボ
ジ
ア
矢
崎
エ
ナ

ジ
ー
シ
ス
テ
ム
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ

ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
）　
清
水
洋
一
▽

Ｙ
Ｉ
Ｃ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
ｈ

ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
タ
イ
矢
崎

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
ｒ
ｅ

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
兼
オ
ー
ト
コ

ン
プ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ

兼
Ｅ
Ｄ
Ｓ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ャ
リ
ン
グ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｃ

ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
ス
ラ
バ

ヤ
オ
ー
ト
コ
ン
プ
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼

ス
マ
ラ
ン
・
オ
－
ト
コ
ン
プ
・

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ

ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
ジ
ャ
テ
ィ
ム
オ

ー
ト
コ
ン
プ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
ス
バ

ン
・
オ
ー
ト
コ
ン
プ
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ

ｎ
（
Ｙ
Ｉ
Ｃ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
タ
イ

矢
崎
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ

ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
）　
戸

塚
雅
己
▽
矢
崎
総
業
生
産
技

術
室
主
査
（
オ
ー
ト
コ
ン
プ
・

シ
ス
テ
ム
ズ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
兼
Ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
兼
Ｅ
Ｄ
Ｓ

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ

ｍ
ａ
ｎ
兼
ス
ラ
バ
ヤ
オ
ー
ト

第
二
開
発
部
長
）　
中
村
将

寿
▽
（
シ
ス
テ
ム
サ
ー
キ
ッ

ト
テ
ッ
ク
社
長
）　
齋
藤
仁

▽
矢
崎
Ｅ
Ｓ
ガ
ス
機
器
事
業

部
営
業
統
括
部
中
部
営
業
部

長
兼
ア
ロ
ー
テ
ク
ノ
岐
阜
社

長
（
矢
崎
Ｅ
Ｓ
ガ
ス
機
器
事

業
部
営
業
統
括
部
東
北
営
業

部
長
）　
内
田
健
一
▽
矢
崎

Ｅ
Ｓ
ガ
ス
機
器
事
業
部
営
業

統
括
部
東
京
都
市
ガ
ス
営
業

部
長
（
矢
崎
Ｅ
Ｓ
ガ
ス
機
器

事
業
部
営
業
統
括
部
中
部
営

業
部
長
兼
ア
ロ
ー
テ
ク
ノ
岐

阜
社
長
）　
増
島
昭
平
▽
矢

崎
Ｅ
Ｓ
執
行
役
員
環
境
シ
ス

テ
ム
事
業
部
長
兼
矢
崎
エ
ナ

ジ
ー
・
シ
ス
テ
ム
ズ
・
イ
ン

ク
社
長
兼
テ
ク
ノ
矢
崎
社
長

（
矢
崎
Ｅ
Ｓ
執
行
役
員
環
境

シ
ス
テ
ム
事
業
部
長
兼
環
境

シ
ス
テ
ム
事
業
部
環
境
シ
ス

テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
長
兼
矢

崎
エ
ナ
ジ
ー
・
シ
ス
テ
ム
ズ
・

イ
ン
ク
社
長
）　
芦
野
真
人

▽
（
テ
ク
ノ
矢
崎
社
長
）　
林

邦
也
▽
的
社
長
（
的
出
向
）　

和
田
亮
▽
（
的
社
長
）　
西
野

吉
一
▽
翔
運
輸
社
長
（
台
湾

矢
崎
董
事
長
兼
総
経
理
）
　

萩
原
誠
▽
（
翔
運
輸
社
長
）　

田
村
勝

　
【
海
外
法
人
】

▽
タ
イ
矢
崎
電
線
Ｐ
ｒ
ｅ

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
兼
タ
イ
熔
銅

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
兼
カ

ビ
ス
社
長
兼
中
国
矢
崎
サ
ー

ビ
ス
社
長
兼
矢
崎
Ｅ
Ｓ
モ
ビ

リ
テ
ィ
事
業
本
部
計
装
営
業

統
括
部
長
（
矢
崎
Ｅ
Ｓ
モ
ビ

リ
テ
ィ
事
業
本
部
計
装
営
業

統
括
部
長
）　
佐
藤
光
浩
▽

（
常
総
矢
崎
サ
ー
ビ
ス
社
長

兼
中
国
矢
崎
サ
ー
ビ
ス
社

長
）　
斉
藤
弘
幸
▽
貫
工
業

社
長
（
タ
イ
・
ア
ロ
ー
・
プ

ロ
ダ
ク
ツ
バ
ン
プ
リ
工
場
）

　
菊
川
誠
▽
矢
崎
Ｅ
Ｓ
モ
ビ

リ
テ
ィ
事
業
本
部
テ
ク
ニ
カ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｉ

業
務
部
長
（
貫
工
業
社
長
）　

宮
﨑
晴
行
▽
東
北
部
品
社
長

（
矢
崎
部
品
裾
野
製
作
所
Ｗ

／
Ｈ
生
産
技
術
部
長
）　
吉

田
光
紀
▽
矢
崎
部
品
Ｅ
Ｃ
Ｉ

生
産
管
理
室
裾
野
製
作
所
長

兼
静
岡
部
品
社
長
（
矢
崎
部

品
Ｅ
Ｃ
Ｉ
生
産
管
理
室
裾
野

製
作
所
長
）　
目
黒
稔
▽
（
静

岡
部
品
社
長
）　
山
田
伸
人

▽
長
崎
部
品
社
長
（
矢
崎
部

品
牧
之
原
工
場
生
産
技
術
部

長
）　
野
中
卓
美
▽
矢
崎
部

品
大
東
工
場
Ｎ
Ｙ
Ｓ
推
進
部

（
長
崎
部
品
社
長
）　
増
田

慎
二
▽
熊
本
部
品
社
長
（
矢

崎
部
品
牧
之
原
工
場
製
造
部

長
）　
古
橋
秀
文
▽
シ
ス
テ

ム
サ
ー
キ
ッ
ト
テ
ッ
ク
社
長

（
矢
崎
部
品
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
技

術
開
発
室
コ
ネ
ク
タ
開
発
設

計
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｖ
コ
ネ
ク
タ

■
一
般
人
事

▽
浜
松
工
場
長
兼
生
産
技

術
部
長
（
浜
松
工
場
管
理
部

長
）　
辻
村
雄
一

　
【
矢
崎
計
器
】

■
一
般
人
事

▽
島
田
製
作
所
長
（
矢
崎

部
品
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
技
術
開
発

室
〈
Ｅ
Ｉ
開
発
設
計
セ
ン
タ

ー
〉
Ｈ
Ｍ
Ｉ
開
発
設
計
統
括

部
長
）　
青
木
直
人
▽
技
術

開
発
室
〈
Ｅ
Ｉ
開
発
設
計
セ

ン
タ
ー
〉
Ｈ
Ｍ
Ｉ
開
発
設
計

統
括
部
主
査
（
島
田
製
作
所

長
）　
高
尾
光
一

　
【
矢
崎
部
品
】

■
執
行
役
員

▽
常
務
執
行
役
員
兼
生
産

技
術
室
長(

執
行
役
員
兼
生

産
技
術
室
長
）　
藤
巻
裕
彦

　
■
一
般
人
事

▽
Ｗ
／
Ｈ
生
産
管
理
室
Ｗ

／
Ｈ
技
術
統
括
部
長
（
大
東

工
場
長
）　
山
岡
忠
利
▽
新

見
工
場
長
（
矢
崎
総
業
Ｗ
／

Ｈ
生
産
管
理
室
Ｗ
／
Ｈ
生
産

統
括
部
Ｊ
－
Ａ
Ｐ
生
産
管
理

部
長
）　
浅
川
卓
司
▽
大
東

工
場
長
（
牧
之
原
工
場
副
工

場
長
）　
松
下
昇

　
【
国
内
子
会
社
】

▽
ア
ロ
ー
ク
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
社
長
（
熊
本
部
品
社
長
）

　
菊
原
敏
彦
▽
（
ア
ロ
ー
ク

リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
社
長
）　

山
﨑
直
己
▽
常
総
矢
崎
サ
ー

術
開
発
室
副
室
長
兼
Ｅ
Ｉ
開

発
設
計
セ
ン
タ
ー
長
）　
芦

屋
弘
之
▽
執
行
役
員
品
質
管

理
室
長
（
矢
崎
ノ
ー
ス
ア
メ

リ
カ
イ
ン
ク
Ｃ
Ｏ
Ｏ
兼
Ｇ
ｒ

ｕ
ｐ
ｏ
Ｙ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
Ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
兼
Ｙ
ａ
ｚ

ａ
ｋ
ｉ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ

ｉ
ｃ
ａ
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
Ｗ
／
Ｈ

生
産
部
門
Ｅ
ｘ
ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｉ

ｖ
ｅ
Ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ

ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
）　
仲
名
緒
紀
▽

執
行
役
員
日
産
Ｂ
Ｕ
長
（
矢

崎
ハ
イ
フ
ォ
ン
ベ
ト
ナ
ム
Ｐ

ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
）　
水

田
和
典
▽
矢
崎
（
中
国
）
投

資
董
事
長
兼
上
海
矢
崎
電
子

配
件
董
事
長
（
執
行
役
員
日

産
Ｂ
Ｕ
長
）　
増
井
章
文
▽

（
常
務
執
行
役
員
技
術
研
究

所
長
兼
Ｙ
Ｔ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
・

イ
ン
ク
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ

ｎ
）　
渡
邉
秀
樹
▽
（
常
務
執

行
役
員
品
質
管
理
室
長
）　

伊
藤
年
宏

　
■
一
般
人
事

▽
Ｗ
／
Ｈ
生
産
管
理
室
Ｗ

／
Ｈ
品
質
統
括
部
長
（
矢
崎

部
品
新
見
工
場
長
）　
平
野

晃
久
　
【
矢
崎
Ｅ
Ｓ
】

■
執
行
役
員

▽
常
務
執
行
役
員
兼
電
線

事
業
部
長(

 
執
行
役
員
兼
電

線
事
業
部
長
）　
岡
部
俊
一

計
セ
ン
タ
ー
」
に
呼
称
変
更

す
る
。
⑨
デ
ジ
タ
ル
技
術
開

発
セ
ン
タ
ー
Ｗ
／
Ｈ
設
計
業

務
改
革
推
進
統
括
部
を
廃
止

す
る
。
▽
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ

ス
テ
ム
の
神
戸
支
店
と
和
歌

山
オ
フ
ィ
ス
を
廃
止
す
る
。

　
人
事
異
動
（
６
／
　
付
）

２１

※
下
記
の
略
称
を
使
用
。

ト
ヨ
タ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

＝
ト
ヨ
タ
Ｂ
Ｕ
、
本
田
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
＝
本
田
Ｂ

Ｕ
、
日
産
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ

ト
＝
日
産
Ｂ
Ｕ
、
矢
崎
エ
ナ

ジ
ー
シ
ス
テ
ム
＝
矢
崎
Ｅ

Ｓ
。
　
【
矢
崎
総
業
】

■
取
締
役
、
執
行
役
員

▽
専
務
取
締
役
兼
矢
崎
Ｅ

Ｓ
取
締
役
兼
矢
崎
計
器
専
務

取
締
役
（
専
務
取
締
役
モ
ビ

リ
テ
ィ
事
業
本
部
長
兼
矢
崎

Ｅ
Ｓ
取
締
役
兼
矢
崎
計
器
専

務
取
締
役
）　
長
田
昇
▽
常

務
執
行
役
員
モ
ビ
リ
テ
ィ
事

業
本
部
長
（
矢
崎
部
品
常
務

執
行
役
員
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
技
術

開
発
室
長
）　
下
地
映
次
▽

常
務
執
行
役
員
兼
Ｗ
／
Ｈ
生

産
管
理
室
長(

 
執
行
役
員
兼

Ｗ
／
Ｈ
生
産
管
理
室
長
兼
Ｗ

／
Ｈ
生
産
管
理
室
Ｗ
／
Ｈ
生

産
統
括
部
長
）　
伊
藤
禎
元

▽
執
行
役
員
兼
技
術
研
究
所

長
兼
解
析
技
術
セ
ン
タ
ー
長

兼
Ｙ
Ｔ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン

ク
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
（
執

行
役
員
兼
先
行
技
術
開
発
室

長
）　
山
田
広
明
▽
執
行
役

員
財
務
室
副
室
長
兼
財
務
企

画
部
長
（
財
務
室
資
産
管
理

部
長
兼
主
査
）　
山
本
信
幸

▽
執
行
役
員
技
術
開
発
室
長

（
矢
崎
部
品
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
技

（
７
／

付
号
の
続
き
）

１５

　
矢
崎
グ
ル
ー
プ

組
織
変
更
（
６
／

付
）

２１

▽
Ｗ
／
Ｈ
生
産
管
理
室
の

組
織
を
次
の
通
り
と
す
る
。

①
「
Ｗ
／
Ｈ
調
達
統
括
部
」

「
Ｗ
／
Ｈ
品
質
統
括
部
」

「
Ｗ
／
Ｈ
技
術
統
括
部
」
を

新
設
す
る
。
②
Ｗ
／
Ｈ
生
産

準
備
セ
ン
タ
ー
を
「
Ｗ
／
Ｈ

生
産
準
備
統
括
部
」
に
呼
称

変
更
す
る
。
▽
Ｅ
Ｃ
Ｉ
生
産

管
理
室
に
「
外
製
管
理
セ
ン

タ
ー
」
を
新
設
す
る
。
▽
先

行
技
術
開
発
室
、
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ

Ｓ
技
術
開
発
室
を
統
合
し

「
技
術
開
発
室
」
と
し
、
組

織
を
次
の
通
り
と
す
る
。
①

技
術
統
括
セ
ン
タ
ー
と
リ
ソ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し

「
技
術
統
括
セ
ン
タ
ー
」
と

す
る
。
②
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
を

「
先
行
技
術
開
発
セ
ン
タ

ー
」
に
呼
称
変
更
す
る
。
③

「
Ｗ
／
Ｈ
設
計
Ｄ
Ｘ
推
進
セ

ン
タ
ー
」
を
新
設
し
、
Ｗ
／

Ｈ
設
計
業
務
改
革
推
進
統
括

部
の
機
能
を
移
管
す
る
。
④

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
企
画
開
発
セ
ン

タ
ー
を
「
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
企
画

セ
ン
タ
ー
」
に
呼
称
変
更
す

る
。
⑤
材
料
開
発
セ
ン
タ
ー

を
「
材
料
技
術
開
発
セ
ン
タ

ー
」
に
呼
称
変
更
す
る
。
⑥

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
・
大
型
開
発

セ
ン
タ
ー
を
「
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ

Ｕ
・
大
型
開
発
設
計
セ
ン
タ

ー
」
に
呼
称
変
更
す
る
。
⑦

三
菱
・
ス
ズ
キ
開
発
セ
ン
タ

ー
を
「
三
菱
・
ス
ズ
キ
開
発

設
計
セ
ン
タ
ー
」
に
呼
称
変

更
す
る
。
⑧
マ
ツ
ダ
開
発
セ

ン
タ
ー
を
「
マ
ツ
ダ
開
発
設

Ｓ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ

（
次
号
へ
続
く
）

電線新聞


	4363号08[8-8]

